
せつめいのしかたを考えよう　

教材名「すがたをかえる大豆」「食べ物のひみつを教えます」

（２)評価規準 読

（３）準備 挿絵

（４）展開

過程

7

13

20 ・三角ロジックで説明させる。

学
び
合
う

・ペアで考えを交流し，自分の考え
と比べさせながら，筆者の説明に対
する自分の考えを明確にさせる。

・「いちばん分かりやすいのは」と書いてあるから，何
かの分かりやすい順番で書いているんじゃないかな。

１　課題をつかむ

・普段からよく食べられているものから並べると分かり
やすい。

・作り方が簡単なものから並べると分かりやすい。

・「分かりやすい」とはどんなこと
なのかを考えさせる。

・「いちばん分かりやすいのは」
「次に」などはじめの言葉に着目さ
せる。

場所　　２階３年教室

つ
か
む

段落ごとに書かれている事柄を比べながら読み，筆者の分かりやすく説明するた
めの工夫に気づくことができる。

・中の文章の並び方を自分なりに考
えてきたことを発表する。その際
に，「分かりやすく」という点に着
目して並び替えているかを確認す
る。

１　単元名　　

・「いちばん分かりやすいのは」と書いてあるから２段
落とつながりがあるんじゃないかな。

・２段落の最後に書いてある，手の加え方でわかりやす
い順番にならんでいると思う。

第３学年　国語科学習指導案
指導者　　浪元　健司

指導上の留意点・　評価◎　支援○

接続語や文章の内容から段落のつながりについて，説明の仕方に気づいて
いる。

２　考えをもつ（個人で考える・ペアで考える）

○どのように並び替えると，相手に分かりやすく説明す
ることができるか発表しよう。（根拠・理由も話そう）

◎接続語や文章の内容から段落のつ
ながりについて，説明の仕方で工夫
していることを考えている。
（発言・ノート）

考
え
る

○考えを持てない児童には，「一番
分かりやすいのは」の意味を考えさ
せる。２段落とのつながりについて
考えさせる。

・７段落は，大豆からできるのではなくて，違う植物に
なっているから，「そのほかにも」と書かれている。だ
から３～６段落の順番にははいらないと思う。

学習課題と予想される児童の反応

（１）ねらい　

５　本時の学習（第６時）

・段落の内容が，それぞれの読み手
にとって分かりやすい順序で説明さ
れていることをとらえさせる。ま
た，その他の考えについても，その
子なりの着眼点を認めるようにす
る。

・「いちばん分かりやすいのは」と書いてあるから，大
豆のすがたが分かりやすい順番に並んでいると思う。

・だんだん作り方が難しくなっているんじゃないかな。

・筆者は７段落は，大豆が変化したものではないから３
～６段落を分けて考えたんじゃないかな。

○みんなはこんな考えでしたが，筆者は分かりやすく説
明するために，どんな考え方をしたのかな。

・５段落までは，人間の手で作れるけど，⑥段落は，菌
の力をかりないとできないから分けて考えている。

３　考えを発表しよう

筆者はどうして,このような順番にしたのだろうか 課
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４　まとめる

（６）板書計画

ま
と
め
る
（

5
）

５　次時の学習内容を確認する。

つなぎ言葉である「いちばん分かりやすい
のは」の部分に着目し，そこから理由や根
拠をあげて説明する。

・段落相互の関係やつなぎ言
葉に着目させる。

（５）筋道を立てて説明するための本時の位置付け

○考えを持てない児童には，「一番
分かりやすいのは」の意味を考えさ
せる。２段落とのつながりについて
考えさせる。

・自分たちが文章を書くときにも，
使うことができるということに気づ
かせる。

付けたい力 教師が求める説明 支援

接続語や文章の内容か
ら段落のつながりに着
目して，説明の仕方で
工夫していることを読
み取る力

筆者は、読み手にとって、大豆への手のくわえ方

の分かりやすいじゅんばんで書いている。 

液晶テレビの画面 

ま
と
め
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